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　質量����NJ�の�$�さんが高さ����P�の丘の頂上にある学校に通学している。この丘を上

るには，自転車で上れる緩やかな坂の道と，徒歩でしか上れない急な坂の近道がある。

���　ある朝，$�さんは急な坂の近道を徒歩で上って登校した。$�さんの位置エネルギー

　は丘を上る前と比べてどれだけ増加したか。最も適当なものを，次の��～��のうち

　から���つ選べ。ただし，重力加速度の大きさを�����P� �V �とする。 �
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　�　坂の傾きが分からないと計算できない。

���　次の朝，$�さんは緩やかな坂を自転車に乗って登校した。この日の�$�さんと自転車

　の位置エネルギーの増加の合計と，前日の�$�さんの位置エネルギーの増加を比較する

　記述として最も適当なものを，次の��～��のうちから���つ選べ。 �

　�　$�さんと自転車の位置エネルギーの増加の合計は，前日の�$�さんの位置エネル

　　ギーの増加と同じである。

　�　$�さんと自転車の位置エネルギーの増加の合計は，前日の�$�さんの位置エネル

　　ギーの増加に比べて小さい。

　�　$�さんと自転車の位置エネルギーの増加の合計は，前日の�$�さんの位置エネル

　　ギーの増加に比べて大きい。

　�　坂の傾きによって，大きい場合と小さい場合がある。
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　図���のように棒とパイプを組み合わせ，中にばねを入れた器具を考える。ばね定数は�N，

ばねの自然の長さは� �O ，器具全体の質量は�P�である。これを手で押し縮めて，図���のよ

うに���つの壁の間にはさむと，器具は壁に垂直に静止し，ばねの長さは�O�になった。ただ

し，��つの壁は鉛直で互いに平行に向きあっているとする。
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���　図���の状態からばねの長さが�@になるまで器具を押し縮める間に，器具に対してな

　された仕事�:�を表す式として正しいものを，次の��～��のうちから���つ選べ。ただ

　し，棒とパイプのあいだの摩擦は無視できるとする。: �
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���　図���のように，器具の中央におもりをつり下げた。おもりの質量を徐々に大きくし

　ていったところ，おもりの質量が�0�を超えたとき器具がすべり落ちた。器具と左右の

　壁との静止摩擦係数がどちらも�O�であるとき，O�を表す式として正しいものを，下の�

　�～��のうちから���つ選べ。ただし，器具は常に左右対称で水平に保たれていると

　する。また，重力加速度の大きさを�J�とする。O �
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